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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ベースと、
前記ベースに設けられた入力部－前記入力部は、所定の入力領域内で基準位置から放射状
に離隔配置された複数の第１方向指示位置のうち、いずれか１つに入力部を移動させるこ
とにより遂行される第１方向入力と、前記入力部に放射状に離隔配置される複数の第２方
向指示位置のうち、いずれか１つを選択することにより遂行される第２方向入力が各々独
立的に遂行可能に設けられる－と、
前記第１方向入力を感知する第１感知部と、
前記第２方向入力を感知する第２感知部と、
前記入力部の移動が感知された前記第１方向指示位置に割り当てられた第１データ、及び
前記第２方向入力が感知された前記第２方向指示位置に割り当てられた第２データをメモ
リ部から抽出して実行する制御部と、
を含む入力装置であって、
前記第１方向入力及び第２方向入力のうち、いずれか１つは、もう１つが遂行される状態
で複数の前記方向のうち、いずれかの方向に向かって前記入力を遂行することを可能にす
ることにで、前記第１方向入力に割り当てられた前記第１データと、前記第２方向入力に
割り当てられた前記第２データを各々入力することが可能になり、または同時に入力する
ことが可能になることを特徴とする入力装置。
【請求項２】
前記入力部の中央に設けられた中央入力キーまたは前記入力部が前記ベースに対しての上
昇及び下降のうちの選択により遂行される中央入力をさらに含むことを特徴とする請求項
１に記載の入力装置。
【請求項３】
前記第２方向入力は、前記入力部が前記複数の第２方向指示位置のうち、いずれか１つに
向かって傾斜し、または傾斜移動して、または前記入力部に各第２方向指示位置に対応し
て設けられた押圧部のうち、いずれか１つを選択して、入力されることを特徴とする請求
項１に記載の入力装置。
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【請求項４】
前記第１方向入力は、前記入力部が前記基準位置から各第１方向指示位置に向かって滑動
移動することにより、または前記入力部が前記第１方向指示位置のうち、いずれか１つに
向かって傾斜移動することにより、遂行されることを特徴とする請求項１に記載の入力装
置。
【請求項５】
前記中央入力が前記第１方向入力、または前記第２方向入力のうち、いずれか１つと同時
に遂行される場合、各方向指示位置に本来割り当てられた前記データとは異なるデータが
入力されることを特徴とする請求項２に記載の入力装置。
【請求項６】
前記第１方向入力、及び前記第２方向入力のうちの１つ以上は、前記入力部を前記入力領
域内で前記基準位置を中心として円周方向に移動させることにより遂行されることを特徴
とする請求項１に記載の入力装置。
【請求項７】
複数の感知信号が、前記円周方向に沿って前記入力部を移動させることにより入力される
場合、前記最終感知信号が入力命令として認識されることを特徴とする請求項６に記載の
入力装置。
【請求項８】
前記制御部により抽出された入力命令が表示されるディスプレイ部をさらに含むことを特
徴とする請求項１に記載の入力装置。
【請求項９】
前記ディスプレイ部は、選択された入力モードに割り当てられたデータを表示し、使用者
の入力動作に従う前記入力データを表示する文字表示部がさらに設けられることを特徴と
する請求項８に記載の入力装置。
【請求項１０】
前記ディスプレイ部は、前記ベースに着脱可能に設けられることを特徴とする請求項８に
記載の入力装置。
【請求項１１】
前記入力部自体は、前記ベース上の前記基準位置を中心として左右方向に回転可能に設け
られることを特徴とする請求項１に記載の入力装置。
【請求項１２】
２つ以上の入力部が、前記ベースに設けられることを特徴とする請求項１に記載の入力装
置。
【請求項１３】
各第２方向指示位置に対応する各入力部、または各押圧部や前記中央入力キーのうちの１
つ以上には、指の接近または接触を感知するタッチ感知部が設けられることを特徴とする
請求項２乃至３、または請求項１２のうち、いずれか１項に記載の入力装置。
【請求項１４】
前記入力部の中央に設けられて、指の接触を感知する中央タッチ感知部をさらに含んで、
前記制御部は、前記中央タッチ感知部で指の接触が所定時間以上感知される場合、前記タ
ッチ感知部の感知結果を無視して前記タッチ入力が遂行できないようにすることを特徴と
する請求項１３に記載の入力装置。
【請求項１５】
前記第１方向入力、前記第２方向入力または前記中央入力の移動距離の差によって、異な
るデータが同一経路上で入力され、または前記第１感知部、前記第２感知部及び前記中央
入力を感知する前記感知部が圧力感知部として設けられ、前記第１方向入力、前記第２方
向入力または前記中央入力の圧力値の差に応じて異なるデータが入力されることを特徴と
する請求項２または１２に記載の入力装置。
【請求項１６】
前記入力部は、前記第１方向入力または前記第２方向入力を遂行した後に自動で前記基準
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位置に戻るリターン機能を有することを特徴とする請求項１に記載の入力装置。
【請求項１７】
前記第１方向入力、及び前記第２方向入力のうち、いずれか１つが先に遂行された状態で
、引続き他の１つが遂行される際、前記順次遂行される入力動作に割り当てられた第３デ
ータが入力される方向組み合せ入力が遂行可能に設けられることを特徴とする請求項１に
記載の入力装置。
【請求項１８】
前記方向組み合せ入力は、組み合せられる前記第１方向入力及び前記第２方向入力の順序
に従い各々互いに異なるデータが入力されることを特徴とする請求項１７に記載の入力装
置。
【請求項１９】
前記入力部に一端が挿入される操作棒をさらに含み、
前記操作棒が挿入される結合部が前記入力部に設けられることを特徴とする請求項１に記
載の入力装置。
【請求項２０】
前記第１感知部及び前記第２感知部は、前記入力領域内に設けられるタッチパッドまたは
タッチスクリーンのうち、いずれか１つであることを特徴とする請求項１に記載の入力装
置。
【請求項２１】
前記第１方向入力、および前記第２方向入力を遂行するため、前記入力部は前記入力領域
上に設置されることを特徴とする請求項２０に記載の入力装置。
【請求項２２】
前記入力部は、前記入力領域と接触する支持部を含み、前記タッチパッドまたは前記タッ
チスクリーンが前記入力部または前記支持部と前記入力領域との接触を感知する場合、前
記制御部は前記入力モードへ変更されることを特徴とする請求項２１に記載の入力装置。
【請求項２３】
前記第２感知部の位置は、前記入力部または指が動くにつれて変化することで、前記第１
入力が遂行される状態で、続いて前記第２方向入力が遂行されるようにすることを特徴と
する請求項２１に記載の入力装置。
【請求項２４】
前記入力部を前記ベースに連結する連結部材がさらに設けられることを特徴とする請求項
２１に記載の入力装置。
【請求項２５】
前記連結部材は、
帯状を有する本体と、前記本体に設けられ、前記入力部が第１方向入力及び前記第２方向
入力が遂行可能に収容される収容部と、前記本体の両端部に設けられて、前記ベースに滑
動可能に結合される移動支持部を含む連結部材を含むことを特徴とする請求項２４に記載
の入力装置。
【請求項２６】
前記連結部材は、
本体と、前記本体に設けられ、前記入力部が前記第１方向入力及び前記第２方向入力が遂
行可能に収容される収容部と、前記本体が前記ベースに対して回動されることによって、
前記入力部が前記入力領域に設置されるようにするヒンジ部を含むことを特徴とする請求
項２４に記載の入力装置。
【請求項２７】
前記第１感知部及び前記第２感知部はタッチスクリーンとして設けられ、前記タッチスク
リーンには前記入力部の外部に各第１方向指示位置に割り当てられたデータが表示される
第１キー表示部、または各第２方向指示位置に割り当てられたデータが表示される第２キ
ー表示部のうち、１つ以上が表示されることを特徴とする請求項２１に記載の入力装置。
【請求項２８】
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前記第２キー表示部は、前記第１方向入力の際、前記入力部に沿って移動して前記第１方
向入力が遂行された状態で、引続き前記第２方向入力が遂行可能に設けられることを特徴
とする請求項２７に記載の入力装置。
【請求項２９】
前記選択された入力モードに割り当てられたデータが表示される文字表示部及び使用者の
入力動作に従うデータ入力が、さらに前記ベースの一側に設けられることを特徴とする請
求項１または１２に記載の入力装置。
【請求項３０】
前記第１方向入力または前記第２方向入力の移動距離の差に応じて、異なるデータが同一
経路上で入力され、または前記第１感知部及び前記第２感知部が圧力感知器として設けら
れる場合、前記第１方向入力または前記第２方向入力の圧力値の差に応じて、異なるデー
タが入力されることを特徴とする請求項１７に記載の入力装置。
【請求項３１】
前記第１方向指示位置及び前記第２方向指示位置は、各々４乃至１２個の入力方向のうち
、いずれか１つを有することを特徴とする請求項１または１２に記載の入力装置。
【請求項３２】
前記第１方向指示位置と前記第２方向指示位置は、互いに異なる数で設けられることを特
徴とする請求項３１に記載の入力装置。
【請求項３３】
前記第１方向入力及び前記第２方向入力は、２段以上として遂行されることを特徴とする
請求項１または１２に記載の入力装置。
【請求項３４】
前記第１感知部は、各前記第２方向指示位置の周りに設置されることで、前記第２方向入
力が遂行される状態で前記第１方向入力が遂行されることが可能になることを特徴とする
請求項１に記載の入力装置。
【請求項３５】
前記第１方向入力によってマウスポインタの移動が遂行され、前記第２方向入力、または
中央入力と第２方向入力によってマウス左／右ボタンまたはスクロール操作が遂行される
ことを特徴とする請求項１、２、または１２のうち、いずれか１項に記載の入力装置。
【請求項３６】
２つの入力部が設けられる場合、前記２つの入力部のうち、いずれか１つによってマウス
ポインタの移動が遂行され、他の１つによってはマウス左／右ボタンまたはスクロール操
作が遂行されることを特徴とする請求項３５に記載の入力装置。
【請求項３７】
２つの入力が設けられる場合、前記第１方向入力及び前記第２方向入力のうち、１つ以上
は、２段以上の多段入力の遂行が可能に設けられて、前記文字は、前記各入力部の方向入
力のいずれか１つによって入力し、前記マウスポインタ移動、方向指示、機能命令、また
はモード変更を各入力部の方向入力のもう１つによって遂行することを特徴とする請求項
３５に記載の入力装置。
【請求項３８】
前記ベースに設けられて、前記入力部の移動をガイドするガイド部をさらに含むことを特
徴とする請求項１または６に記載の入力装置。
【請求項３９】
前記入力部に突出されて、前記第１方向入力または前記第２方向入力遂行の際、前記入力
部の操作を円滑にするための突出部をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の入力
装置
【請求項４０】
前記入力部とベースとの間には、各々互いに異なる弾性係数を有し、前記入力に対応する
数で設けられ、前記入力部から各第１方向指示位置に向かってそれらの弾性係数が徐々に
増加するように順次に配置されて、第１方向入力が前記弾性係数の差に応じて各段階別に
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区分されて、入力可能にする複数の弾性部材をさらに含むことを特徴とする請求項１５に
記載の入力装置。
【請求項４１】
前記入力部の中央に設けられて、指の接触を感知する中央タッチ感知部をさらに含み、
前記制御部は、前記中央タッチ感知部への指のタッチによる中央タッチ感知信号と前記第
２方向入力の遂行に従う前記第２感知部の感知信号とが同時に受信される場合と、前記第
２感知部の感知信号のみ受信される場合とを区別して、互いに異なるデータを入力するこ
とを特徴とする請求項２、３または５乃至１２のうち、いずれか１項に記載の入力装置。
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